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は し が き

Fas-1igandFas系は強力なアポトーシス誘導率であり､一方､Fasのsplicing

により生じた可溶性Fas(sFas)-はFas-1igandとFasの結合をブロックするため

にアポトーシスをブロックするこ▼とができる｡一般に心筋梗塞後には左室リモ

デリング､心機能低下が生じるが､SFasにより由s-1梯ndFas系をブロックする

ことにより左室リモデリング､心機能低下を抑制できるという仮説をたてた｡

本書は､科学研究費補助金(基盤研究(C)(2)"慢性心不全に対す

るアポトーシス抑制因子可溶性助S遺伝子治療 一新たに開発され

たガットレスadenovirusvectorを用いた検討ノ'についての研究

に関する総括的研究成果報告書である｡


